
18,442千円 （拡充）
（前年度予算額　　16,898千円）

区民の視点に立って自治の実現に努める

人材育成アドバイザーによる指導

区長と職員が直接対話

28年度における新たな取組
◎女性職員の活躍推進研修
　①女性管理職と女性係長昇任選考対象者との意見交換
　　管理職として活躍している先輩職員との対話を通して、各職員の
　昇任への不安解消、意識改革を図り、昇任意欲を醸成
　②人材育成アドバイザーによる講座の開設
　　主任主事２年目の職員を対象に、仕事と生活の調和のために働き
　方を見直す機会を設け、意識改革を図り、ワーク・ライフ・バラン
　スを推進

◎専門機関による接遇応対調査
　　職員の窓口応対や業務知識等を調査、結果を全庁で共有し改善へ
　つなげ、職員の接遇能力を向上

◎後輩育成支援研修
　　若手職員(入区4年目～8年目)を対象に、後輩職員
　への助言や対話手法を学ぶ研修を実施。若手職員の
　コミュニケーション能力の向上を図るとともに、後
　輩職員の仕事などの不安や悩みを軽減

◎区独自に作成の新宿区職員ハンドブックの改訂
　「仕事のための基礎知識－新宿区職員の基本のき―」
　　(24年12月発行)
　　全職員に配付し、日常業務、研修で活用
　　編集にあたる若手管理職の能力の向上

○　①新任職員 ②管理職昇任者 ③管理職選考試験合格者が、区長と直接意見を交換
○　区長の「ビジョン」と「志」に触れ、区政課題や   時代認識を共有

○　新任職員・新任管理職・３３歳・４３歳の職員を対象に実施
○  職務遂行や対人関係における自己の強みや特徴を点検、理解。将来ビジョンを設定
　　⇒ 気付き、行動変容を促し、職務に取り組む上での今後の方向性の絵姿（キャリア
　　・デザイン）を把握・醸成

区長との意見交換

自考・自律型職員研修

予 算 額

取 材 先 　　　総務部人材育成等担当課長　岩田　（電話 03-5273-4084）

職員の育成を計画的に進めます。
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自考・自律型職員研修 
キャリアデザイン・組織貢献 

自己の強みの点検 

２ 職場研修 
職場内OJT 

      ほか 

  

１ 職場外研修 
区研修（職層・選択） 

第一ﾌﾞﾛｯｸ合同研修 

特別区職員共同研修 

３ 自己啓発 
大学院公共経営研究科・ 

資質向上講座等 

受講助成 

  

職員研修制度（３要素） 

  私たちがめざす職員像 《人材育成基本方針》 

 ☆区民の立場で考え、区民と協働できる職員 

 ☆変化に柔軟に対応し、自ら政策を立案する職員 

 ☆公務員としての基礎力を向上させ、職場や仕事を改善する職員 

自ら考え行動する職員の育成 

↓ 

組織風土の変革 

人材育成センター 

専任講師 

人材育成センター 

アドバイザー 

基本研修の充実 
   文書・法務研修 

  財務会計研修 

公務員倫理研修など 

             

人材育成等担当課 

研修計画立案 

ステージ型 

選択研修 
在職期間等や 

目標に応じた 

選択研修 

  能力向上サポート 
管理監督者ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ相談 

実務能力等向上のための 

情報提供など 

  

じんざい塾研修 
基本のきを学ぶ 

新宿区職員ハンドブック

を活用  

 

 人材育成センター 

各職場への支援 
係長マネジメント力向上研修 

スキルアップ個別相談 


